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に
し
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ゐ
る
。
吾
人
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曾
つ
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な
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期

待
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モ

：
同

氏'の
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ユ
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ト
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ア
思
想
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か

ら

ざ

：
る

不

滿
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の
卷
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輕
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第
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憾
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八
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八七
X)

解
ず
，る
を
得
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
タ
蓋
し
適
：去
の
詣
思
想
は
現
在

P
制
度
、
態
廣
、
習
慣
、
：關
係
、
配
置
及
び
其
れ
瓶

§:

跃&

的
形 

態
及
，，ぴ
地
位
に
於
け
る
決
定
要
素
た
る
が
故
で
あ
る
。
人
間
の
本
性
は
總
ベ
て
の
過
去
の
經
驗
を
無
效
な
ら
し
む
る
ほ
ど
急
速
に
變
化 

す
る
：-こ
と
な
.き
が
故
：に
、

，

過
去
に
於
け
.る
社
會
思
想
0
本
性
>
 效
果
及
.ぴ
命
數
.'に
關
ず
る
公
ポ-な
'る
知
識
：̂
菩

人

^
^
防

瞎

ば

で

過

去

か 

誤
譲
の
：多
く
を®
び
緣
返
す
こ
と
な
か
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
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.箸

者

：
は
’

『

傳

道

之

書

』

第1

章
第
か
I
十
節「

日 

の

卞.に
：は
新
し
き
物
あ
ら
ざ
る
な
り
力
見
ょ
、
是
れ
は
新
し
き
物
な
り
と
指
言
ふ
可
ぎ
物
あ
を
や
、
其
れ
は
我
れ
等
の
前
に
'あ
り 

し
世
>
.に
域
に
久
し
く.あ
か
た
る
物
な
りJ

を
以
つ
て
其
の
養
の
題
句
做
し
て
ね
る0
 0がF
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.
:著
者
は
先
づ
第.一

に
、
古
代
詣
文
明
の
社
會
思
想
の
檢
討
の.望
じ
ぐ
て
又
能
ぐ
し
得
る
こ
と
を
述
ベ
、
，次
か
で
？
古
代
埃
及
人
の
社 

會
思
想
、
古
代
埃
及
の
敎
戒
中
に
於
け
，る
社
會
的
霧
智
"
バ
ビ
ロ
ア
の
一
就
會
思
想
、
古
代
法
特
に
ア
ッ
シ
リ

1
K

及

，
び.へ

チ

法

典

、
，
在 

代
波
斯
の
社
會
思
想
、
初
期
印
度
の
社
會
思
想
、
古
代
支
那
の
社
會
'思
想
及
び
へ
プ
ル
人
の
社
會
思
想
を
論
じ
、
最
後
に
古
代
諧
文
明 

.の
社
會
思
想
に
對
す
る
貢
献
を
約
言
す
る。

：

V
 

リ
"
：
，

吾

人

は

者

.の
‘目
次

を

！
見

し

て

、

希

職

以

前

に

於

け

る

古

代

思

想

に

關

す

る

諧

資

料

が

、
，整

然

、
'科
暴

的i

檢

败

t
ら

れ

つ

レ

あ
 

.
-
,
る

の

觀

あ

る

を

見

て

、

少

な

か

ら

ざ

る

期

望

を

以

つ

て

之

れ

に

對

接

し

た

の

で

あ

る

が

、

仔

細

に

其

の

各

項

目

を

閱

讀

す

る

に

及

ん

で
 

失

望

せ

し

め

ら

る

、
所

が

多

い

。

例

へ

ぱ

、

ヘ

プ

ル

の

社

會

思

想

中r

財

産

に

對

す

る

罪
」
：：

の

倏

項

：§

如

さ

は

僅

か

に

左

の

.如

き

叙

述
 

あ

る

に

過

ぎ

な

い

。

今

' 
其

の

全

文

を

譯

載

す

る

。(

但

し

，
原

著

者

の

搞

ぐ

る

『

奮

約

聖

書

』

中

の

章

®

に

は

幾

分

の

誤

あ

る

が

如

く
 

で

あ

る

0
鼓
に
は
正
し
と
信
す
所
に
從
つ
て
之
れ
を

‘改
め

.

VJ

置
く

.
)

。
/

;
 

.

】

般
に
悠
み
は
禁
ぜ
ら
れ
る
。

(『

め
埃
及
記』

第
！一

十
章
第
十
五
節
、，

『
利
未gy』

第

'
十

九

章

第

十

一

節

I
 

r

申
命
記』

第
五
章
第
十 

，.仏

節)

o
或
る
人
が
若
し一 :

頭
の
牛
若
し
<
.は1

頭
の
#
:を
：
盜
ん
.で
、
之
れ
を
殺
し
若
し
く
は
賣
る
な
らぱ、

彼
れ
は
五
頭
の
牛
を
以

つ
て
盜
ま
れ
た
る
各I

頭
の
牛
を
賠
ひ
、
四
頭
の
羊
を
以
つ
て
各

1

頭
の
羊
を
賠
ふ
可
き
で
あ
る
。
浩
し
其
の
窃
め
る
物
其
の
手
に 

あ
ら
ぱ
、
彼
れ
お
之
れ
を
倍
に
し
て
償
ふ
可
し
、
浩
し
物
あ
ら
ざ
る
時
は
、
彼
れ
は
其
の
身
を

奴
！
！

に
賣
り
て
其
の
银
め
る
物
を
償 

ふ
冗
き
で
あ
るo
 

(『

出
埃
及
記』

あ
二
十
ニ
章
第j、

ニ
ー
、
四
節)

。
若
し
或
る
人
が
夜
間
に
於
い
て
齋
贼
の
壊
り
入
る
を
見
て
、
之 

れ
を
擊
て
殺
し
た
る
時
は
、
彼
れ
は
殺
人
罪
に
處
せ
ら
る
可
き
で
な
い
、
而
も
彼
れ
が
日
出
で
て
後
、
之
れ
を
爲
し
た
な
ら
ば
、
彼 

れ
は
償
ひ
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(『

ホ
埃
及
記』

第11

十一

一
章
第一 r

三
節)

。
其
の
隣
人
ホ
葡
菊
園
若
し<
は
麥
圃
を
域
ぎ
つ
、 

.，あ
あ
人
は
、
其
の
場
所
，に
於
い
：て
被
れ
の
意
に
任
：せ
て
飽
く
迄
：食
ふ
も
妨
げ
な

5

0
で
あ
る
が
、
而
も
彼
れ
は
如
何
な
る
部
分
を
も
持 

i

去
る
こ
と
を
得
な
い
。

(『

申
命
記1

第一
1

十
三
章
第一 1

十
四
、
五
節)

0
.摩
ひ
た
る
物
若
し
く
は
詐
欺
的
に
取
得
レ
た
る
物
の
總
ぺ 

-

てy

對
し
て
は
賠
償
が
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo

(『

利
未
記』

第
五
章
第
二I

七
節
：i
o其
の
隣
人
の
：地
巢
標
を
撤
去
：し
ゾ.斯
<
て 

其
の
土
她
を
盜
み
つ-
あ̂
る
者
は
何
人
と
雖
も
公
に
處
罰
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
o
.
g申
命
記』

バfル
十
九
章
第
十
四
節
、'第
二
+
七
章 

第
十
セ
節)

。
.不
正
.の
押
置
及
.び
尺
度
は
法
律
上
の
效
力
な
か
ら
し
め.ら
れ
る
、
而
し
て®
.直
は
總
ベ
て
.の
業
務
關
係
に
龄
い
て
要
求 

せ
ら
れ
る
o
.

(『

申
命
記』

.费

I,

十
五
章
第
十
三I

六
節
•『

利
未g

』

第
十
九
章
第
三
十
五.
セ̂
®)

？

.：ス 

汝
の
先
人
の
定
め
た
る
汝
の
鄰
の
地
界
を®
す
可
ら
す
0
 

(『

申
命
記』

第
十
九
章
第
十gl

節)

o
 

-
汝
等
審
判
に
於
い
て
も
、
尺
度
に
於
い
て
も
、

：，！
：

子
に
於S

て
も
、
：升
斗
に
於
い
て
も
不
義
を
爲
す
可
ら
す
。
汝
等

lij

し
き
®

H 

:

正
し
きI

、

正
し
きH

バ
，、
正
し
き
じ
ン
を
用
ふ
可
し
。

(『

利

未

記

』

，
，
第

十

九

章

第

H
:十
‘ぜ

？
：
六

節

)

9

斯
く
の
如
き
觀
述
に
ょ0
,て
不
滿
を
感
す
る
者
は
獨
り
余
の
：み
で
は
あ
る
，ま

5.

と
思
ふ
々
自
餘
の
詣
條
項
も
多
は
之
れ
に
類
す

K?

 

の
で
あ
る
0
而
し
て
ホ
代
支
那
の
社
會
思
想
を
、
老
子
、，

.
"孔
子
及
び
孟
子
の
其
れ
の
み
に
限
、つ
た
こ
ん
も
亦
物
足
ら
ぬ
®
が
あ
る
0
: 

k

而
も
著
者
は
從
來
の
所
謂

3
^

史
-の

多

べ

を

以

：
つ
，
て

‘其
の
：生
題
の
科
學
的
表
現i
しH,

重
大
な
る
缺
階
あ
る
も
の
：と
信
じ
、
其
の
：研 

ジP，

ィ
ス
，
ォ
，
•
ハ

I
タ

ラ

，
敎
授
.著『

ホ
.代
賭
文
明
の
敕
會
思
想

』
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五
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<
モ
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敎
授
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『

古
代
睹
文
明
の
社
會
思
想

』
a

八
八
0)

究
^
轉̂
々
,
^
1
^
古
代
文
明
め
最
霜
要
な‘
1
9著
者
若
し
^
は̂
文
書
に
服
定
す
を.に
由
つ
て
出
來
得
る
限.ヶ
是
れ
造
.の

箸

書

に

見

.
る

妹

黯

を 

避
け
ん
.る
と
を
明
し
：̂
而
じ
.て
殆
ん
：ど
何
等
の
解
釋
に
も
耽
る
で
を
な
々
、
；註
釋
を
最
小
限
に
歸
せ
し
め
、

\

又

理

論

化

し

若

レ

は

，
：

一 

般
化
す
1
9
忙
當
.つ
て
：細
心
な
ち
ん.ぶ
と
^
欲
し
い
‘：而
し
て
.最
後
に
、'出

来

得

る

服

り

考

古

學

的

及

び

感

史

的

文

献

資

料

^
:
^
し

て

自

已

の 

言
葉
以
カ
て
自
己
の
物
語
を
物
語
ら
し
め
ん'こ-V

を
求
る
も
の
，で
あ
る
。'凝
れ
W
彼
れ
の
任
f

以
ク
て
、
主
と
し
て
、
社
會
科 

舉

者

め

，
思

想

汲

び

背

景

に

適

'せ

る

晃

れ

等

十：！

代

文

明

ょ

り

の

資

料

を

發

見

'し
ゾ
東
集
じ
ブ
灌
擇
し
、
且
つ
組
纖
，し
、
而
し
て
能
ふ
眼
£
 ̂

客
觀
的
な
.る
熊
樣
に
於
い
：て
是
れ
等
の
資
料
を
表
現
ず
る
に
在
り
を
考

/
.た
の
で
あ
る
G
:
:彼
れ
は
斯
く
の
如
き
を
以
つ
て
腫
史
的
資
料 

を
収
极
ひ
p.\あ
る
社
含
科
藥
者
の
第

I

の

任

務

，
で

あ

.る

と

做

じ

て

1

.0

:
,

(

養

.，jip,:

在
-vi

H
.
)
o

藤
史
的
資
料
を
取
扱
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